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ふるさとまつり いわきききで開催会津・ で開催
平成24年
３月定例会

支  出
61億5000万円

町税
19億7689万円

国庫支出金
21億7873万円 交付税

5億円

民生費
13億4554万円

総務費
28億

6177万円

衛生費
3億

917万円

土木費
1億9348万円

県支出金
3億119万円

基金繰入金
5億400万円

その他
4億4788万円

消防費
1億6224万円

その他 4億4789万円
教育費 5億6179万円

地方譲与税 7100万円
地方消費税交付金等 １億7031万円

農林水産費 1億1552万円
商工費 1億5260万円

収  入
61億5000万円

春

秋
い
わ
き
市
で

い
わ
き
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
改
修

会
津
若
松
市
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平
成
２４
年
３
月
定
例
会
は
３
月
７
日
か
ら
１５
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
平
成
２４
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
条
例
の
制
定
・
改
正
・
公
有
水
面
埋
立
の
意
見
・
人
事
お
よ
び
平

成
２３
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
３６
件
、委
員
会
提
出
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特別会計予算
国民健康保険………… 14億 8473万円
介護保険………………… 7億 6688万円
後期高齢者医療……………… 6933万円
地域下水道…………………… 1419万円
特定環境保全公共下水道……… 23万円
農業集落排水……………………530万円
坂下ダム施設管理…………… 3520万円
奨学資金貸与………………… 2943万円
工業団地造成……………………… 5万円
住宅団地造成……………………… 5万円
中央台霊園管理…………………… 5万円

主な事業
総　務　費…出張所管理 ･自治会運営

･復興計画 ･大熊町庁舎
内除染 ･広域事務負担 ･
会津若松市政だより配付
負担

民　生　費…敬老祝金 ･福祉支援 ･乳
幼児童医療扶助 ･保育所
他町村入所支援

衛　生　費…線量計購入・避難先ごみ
処理負担・除染費用

農林水産費…野上川水路維持補修・子
ども森林学習

商　工　費…ふるさとまつり運営・商
工会運営補助

土　木　費…常磐自動車道緊急開口部
用地購入・仮設住宅管理

消　防　費…広域市町村圏組合消防負
担金・消防団運営

教　育　費…スクールバス運行・希望
の翼研修・大熊っ子みん
な集まれ事業

災害復興費…屋根補修・町道応急復旧
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昨
年
１１
月
５
日
、
会
津
若
松
市
の
松
長
近
隣
公
園
仮
設
住
宅
で

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」を
約
２
０
０
０
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
好
評
で
あ
り
、
今
年
は
２
カ
所
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
好
間
工
業
団
地
内
の
工
場
跡
地
を
借
り
上
げ
、
仮
設

住
宅
の
建
設
と
旧
事
務
所
を
改
修
し
、
い
わ
き
連
絡
事
務
所
の
機

能
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

昨年のふるさとまつり

延床面積 2000㎡の事務所（２階建）



質
疑
あ
れ
こ
れ

教育委員の任命

１号機 2号機 3号機 4号機

■ 埋立区域
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①
町
民
税

②
固
定
資
産
税

　

平
成
２３
年
３
月
１１
日
以
降
、
居
住
し
て
い
な
い

た
め
免
除
に
な
り
ま
す
。

③
軽
自
動
車
税

　

平
成
２４
年
４
月
２
日
以
降
、
警
戒
区
域
か
ら
持

ち
出
さ
れ
た
車
及
び
警
戒
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
車
に
つ
い
て
は
減
免
と
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

　
　

復
興
基
金
設
置

消
防
団
設
置
に
関
す
る

条
例
改
正

給
与･

報
酬
減
額

税
条
例
の
一
部
改
正

中
央
台
霊
園
条
例
改
正

復
興
に
要
す
る
事
業
財
源
の
た
め
の
基

金
創
設

　
　
　
　
　
６
億
４
６
８
４
万
円

町
長
給
与　
　
10
％
減
→
20
％
減

副
町
長　
　
　
５
％
減
→
10
％
減

教
育
長　
　
　
　
　
　
　
10
％
減

議
員
の
報
酬

10
％
減
→
20
％
減

町
民
税
の
均
等
割
額
を
５
０
０
円
加
算

適
正
な
管
理
が
可
能
に
な
る
ま
で
墓
地

の
使
用
期
間
を
延
長
す
る

消
防
団
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に

延
長
す
る

【
実
施
期
間
】
平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
１０
年
間

【
実
施
期
間
】
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

条
例
制
定
及
び
改
正

町
税
等
の
減
免
条
例

平成23年の合計所得金額 減免の割合 人口
対象割合

300万円以下 全額 64.5％

300万円を超え400万円以下 10分の9 12.0％

400万円を超え500万円以下 10分の7.5 8.0％

500万円を超え750万円以下 10分の5 10.3％

750万円を超え1000万円以下 10分の2.5 3.4％

1000万円以上 10分の1 1.8％
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【
教
育
委
員
の
任
命
】

　

 

選
挙
管
理
委
員
を
辞
任
し
て
の
推
薦
で
あ
る
が
、
経
過
の
説
明
を
求
め
る
。

　

…

社
会
教
育
指
導
員
、
社
会
教
育
委
員
を
務
め
た
方
で
今
後
は
教
育
の
面
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
た
く
推
薦
し
た
。

【
消
防
団
員
の
報
酬
】

　

 

消
防
団
員
の
報
酬
７
６
２
万
円
（
年
額
）
の
内
訳
は
。

　

…

団
員
数
２
０
０
人
、
団
長
は
２０
万
４
０
０
０
円
、
副
団
長
１２
万
３
０
０
０
円

分
団
長
９
万
１
０
０
０
円
、
班
長
６
万
９
０
０
０
円
、
団
員
２
万
９
０
０
０
円
、
現

在
の
即
戦
力
団
員
は
７０
人
程
度
で
あ
る
。

　

今
後
警
戒
区
域
の
見
直
し
に
よ
り
町
内
の
防
犯
活
動
、
機
器
材
の
点
検
、
仮
設
住

宅
の
予
防
消
防
を
実
施
す
る
。
な
お
、
消
防
団
の
再
編
も
検
討
す
る
。

【
奨
学
資
金
】

　

 

入
学
時
、
特
別
増
額
貸
与
貸
付
金
（
高
校
１０
万
円
、
大
学
２０
万
円
）
の
申
込
者

が
い
な
い
。
資
格
基
準
の
緩
和
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

…

今
後
利
用
し
や
す
い
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

【
国
保
税
】

　

 

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に
１
億
５
０
０
０
万
円
を
出
し
て
い
る
。
災
害
に
よ

り
国
保
加
入
者
が
増
加
し
、
今
後
の
医
療
費
の
伸
び
も
考
え
ら
れ
る
。
実
質
的
に
は

個
人
に
負
担
を
か
け
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
計
算
上
、
一
人
当
り
の
税
額
は
２３
年
度

と
比
較
し
て
ど
の
く
ら
い
増
額
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
…

国
保
税
は
、
医
療
給
付
分
及
び
介
護
納
付
金
分
、
並
び
に
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
２４
年
度
は
、
１０
万
５
０
８
５
円
で
、
一
人
当
た
り
２
８
９
０
円
の
増
額
と
な

る
。
ま
た
、
警
戒
区
域
に
含
ま
れ
る
市
町
村
国
保
に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
２
月
末

日
ま
で
、
窓
口
負
担
免
除
が
延
長
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
保
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、
上
昇
を
抑

え
る
た
め
、
一
般
会
計
の
支
援
を
受
け
、
１
億
５
０
０
０
万
円
の
繰
入
金
を
予
定
し

て
い
る
。

氏　 名

  庄司　ヤウ子
生年月日
  昭和22年７月18日
住　 所
  小入野字東平785−3
任　 期
… 平成25年９月30日

問問問問 答答答答

　公有水面埋立について、福島県知事から意見を求められ、議会
として同意した。
　放射性物質の海への流出を防ぐため、遮

しゃ

水
すい

壁
へき

の設置工事を実施
するものです。

第一原子力発電所 港湾埋立に同意
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問　

職
員
の
資
質
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
年
功
序
列

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
能

力
、
意
欲
、
実
績
を
適
正

に
評
価
し
、
人
事
に
反
映

で
き
る
制
度
の
取
り
入
れ

は
で
き
な
い
か
。

答　

新
し
い
人
事
評
価
制

度
は
、
平
成
24
年
か
ら
試

行
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
震
災
で
や
む
な
く
中
断

し
た
。

　

人
事
評
価
制
度
の
構
築

が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
震
災

対
応
業
務
が
す
べ
て
に
優

先
さ
れ
る
。

 

有
害
情
報
対
策

問　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
は
急
激
に
進
化
し
利
便

性
の
向
上
で
急
速
に
普
及

し
て
い
る
。
こ
の
震
災
を

機
に
多
く
の
子
供
た
ち
も

利
用
し
て
い
る
。

　

利
用
の
実
態
を
調
査

し
、
有
害
情
報
の
危
険
性

や
対
応
策
を
保
護
者
へ
啓

発
活
動
す
る
べ
き
。

答　

今
回
の
震
災
に
よ
り

携
帯
電
話
の
所
持
数
は
ご

指
摘
の
通
り
増
加
し
て
い

る
。

　

学
校
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
モ
ラ
ル
の
指
導
を
継
続

す
る
。
保
護
者
へ
は
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
を
推
進
す
る
。

 

生
活
必
需
品

問　

町
か
ら
の
生
活
必
需

品
の
提
供
方
法
に
つ
い
て

批
判
が
あ
る
。

　

提
供
の
経
緯
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

答　

キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、

布
団
セ
ッ
ト
を
配
布
し

た
。
そ
の
内
、
布
団
セ
ッ

ト
約
３
０
０
組
に
内
容
が

異
な
る
も
の
が
配
布
さ
れ

た
が
、
す
べ
て
災
害
救
助

法
の
範
囲
内
な
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

異
な
っ
た
布
団
セ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
契
約
変
更
し

て
い
る
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
お
き
な
い
よ
う
対
処

す
る
。

　

 

人
事
評
価
は
適
正
か

　

 

震
災
対
応
業
務
が
優
先

　

 

思
い
出
の
写
真
集
の
発
行
を

　

 

ど
の
よ
う
な
形
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く

問　

震
災
か
ら
１
年
が
経

つ
。
あ
の
日
以
来
１
度
も

会
え
な
い
友
人
や
親
族
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

今
後
、
町
民
の
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い

く
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
復
興
を
目
指

す
に
は
何
ら
か
の
策
を
打

ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
が
、
震

災
前
の
生
活
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
忘
れ
な
い
た
め

に
も
、
写
真
集
を
発
行
し

て
は
ど
う
か
。

　

１
冊
の
写
真
集
も
方
法

の
ひ
と
つ
だ
が
、
避
難
後

に
転
校
し
た
子
供
た
ち
は

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
と
い

う
も
の
が
な
く
、
町
立
の

学
校
単
位
で
ア
ル
バ
ム
を

作
る
の
も
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
世
帯
ご
と
に
、
毎

年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

し
、
め
く
る
た
び
に
思
い

出
が
よ
み
が
え
る
な
ど
、

方
法
は
色
々
と
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答

　２
月
末
で
県
内
46
市

町
村
、
県
外
41
都
道
府
県

に
避
難
し
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
大
熊
町
へ
の
思
い
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

誌
「
お
お
く
ま
の
絆
」
を

発
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
「
大
熊
町
写
真
館
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

　

提
案
の
写
真
集
も
大
変

効
果
の
あ
る
も
の
と
思

う
。
ど
の
よ
う
な
形
が
可

能
か
検
討
し
て
い
く
。

松永　秀篤 議員

仲野　　剛 議員

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

問

答

町政を問う　一般質問
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　 復興計画の詳細な内容を示せ

　 素案等で町民に示していく

　 高齢者安否確認の対策は

　 アイネット･ＧＰＳ携帯電話で対応する

問　

施
政
方
針
で
の
復
興

計
画
の
策
定
と
実
施
に
む

け
た
取
り
組
み
の
詳
細
な

場
所
・
時
期
・
支
援
内
容

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

議
会
で
は
１
月
中
旬
～

２
月
下
旬
に
か
け
て
町
民

懇
談
会
を
実
施
し
た
が
、

復
興
計
画
に
む
け
た
質

問
、意
見
が
多
く
あ
が
っ

た
。

　

町
民
は
今
、
大
熊
町
の

先
が
見
え
ず
苛い

ら

立だ

っ
て
い

る
。

　

４
月
に
は
詳
細
な
内
容

を
町
民
に
示
す
べ
き
で
は
。

答

　放
射
線
量
に
よ
る
区

域
見
直
し
、
除
染
計
画
、

賠
償
基
準
、
中
間
貯
蔵
施

設
等
、
課
題
が
多
く
あ
る

が
、
国
・
県
・
双
葉
郡
と

協
議
し
、
今
後
の
復
興
計

画
素
案
等
で
町
民
の
皆
様

に
経
過
も
含
め
て
説
明

し
、町
の
方
向
を
示
し
て

い
く
。

問　

65
才
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
安
否
確
認
を
含
め

ど
の
様
な
ケ
ア
を
し
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
ど
う
充
実

さ
せ
て
い
く
の
か
。　

答

　65
才
以
上
の
高
齢
者

で
一
人
暮
ら
し
の
方
は
仮

設
住
宅
52
人
、
県
内
借
り

上
げ
住
宅
99
人
、
合
計
１

５
１
人
で
あ
る
。

　

孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と
を

含
め
て
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
「
ア
イ
ネ
ッ
ト
」
と
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
付
加
し
た

携
帯
電
話
タ
イ
プ
を
中
心

に
対
応
し
て
い
る
。

　

固
定
電
話
で
も
週
１
回

の
「
お
元
気
コ
ー
ル
」
に

よ
り
日
常
の
安
否
確
認
を

行
な
う
ほ
か
、
緊
急
時
に

は
「
協
力
員
」
の
確
認
を

経
て
救
急
車
等
の
要
請
を

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
協
の
生
活
相

談
員
、
民
生
委
員
等
に
よ

り
訪
問
相
談
を
実
施
し
て

い
る
。

　

更
に
、
関
係
部
署
が
連

…

り
災
証
明　

問　

町
は
い
ま
被
災
証
明

の
み
発
行
し
て
い
る
が
、

４
月
に
は
警
戒
区
域
が
見

直
さ
れ
、居
住
制
限
区
域
・

帰
還
困
難
区
域
に
指
定
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

母
屋
が
あ
っ
て
も
使
用

出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、

他
町
村
に
移
り
税
制
面
の

優
遇
・
学
生
の
学
費
減
免

等
で
り
災
証
明
を
必
要
と

し
て
い
る
世
帯
が
あ
る
。

　

警
戒
区
域
が
見
直
さ
れ

る
４
月
か
ら
り
災
証
明
の

発
行
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

答

　警
戒
区
域
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
も
大
熊
町
に

帰
還
す
る
に
は
時
間
が
か

か
る
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
受
託

融
資
等
も
受
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
の
で
、
福
島

復
興
再
生
特
別
措
置
法
で

救
済
さ
れ
る
よ
う
要
請
し

て
い
く
。

携
を
図
り
、
機
能
が
よ
り

生
か
さ
れ
る
よ
う
活
動
を

広
げ
て
い
く
。

　

今
年
度
は
、
い
わ
き
市

に
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
ト
拠

点
施
設
の
開
設
を
予
定
し

て
い
る
。

 

設
備
改
善　

問　

仮
設
住
宅
の
設
備
改

善
に
つ
い
て
は
、
町
が
費

用
を
先
行
負
担
し
、
後
で

県
か
ら
支
払
い
を
受
け
る

方
法
は
と
れ
な
い
か
。

答

　町
が
施
工
負
担
し
、

後
で
県
か
ら
支
払
い
を
受

け
る
こ
と
に
つ
い
て
は

「
災
害
救
助
法
の
中
で
は

現
在
補
助
金
は
認
め
ら
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

や
む
な
く
複
数
世
帯
の

壁
抜
き
と
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
町
単
独

で
改
修
し
て
い
る
。

　

な
お
、
引
き
続
き
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

問

問

答

答

答

答

問

問

問

問

答

答

町政を問う　一般質問

伊
藤

　昌
夫 

議
員

廣
嶋

　公
治 

議
員
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問　

町
民
が
正
し
い
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
放
射
線

に
対
す
る
知
識
・
中
間
貯

蔵
施
設
の
説
明
、
財
物
の

賠
償
を
町
民
に
わ
か
り
や

す
く
情
報
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

今
後
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
、
国
か
ら
直
接
の
説

明
も
含
め
て
し
っ
か
り
と

情
報
提
供
し
て
い
く
。

 

移
転
者
へ
の
支
援

問　

戻
ら
な
い
方
へ
の
支

援
と
し
て
集
団
移
転
の
場

所
、
大
熊
町
に
住
ん
で
い

る
方
と
同
じ
行
政
サ
―
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
避
難
さ
れ
て

い
る
状
況
も
様
々
で
あ
る
。

　

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

も
町
民
の
皆
様
の
思
い
が

反
映
で
き
る
計
画
を
、
で

き
る
だ
け
早
く
示
し
て
い

く
。

問　

町
の
復
興
方
針
は
帰

る
人
と
帰
ら
な
い
人
を
問

わ
ず
み
ん
な
平
等
・
公
平

な
取
扱
い
の
下
、
復
興
時

期
は
３
年
以
内
の
平
成
25

年
度
を
目
標
と
す
べ
き
。

答　

町
民
の
思
い
を
反
映

し
た
計
画
を
出
来
る
だ
け

早
く
示
し
た
い
。

 

中
間
貯
蔵
施
設

問　

誘
致
は
町
長
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
重
視
す
る
な
ら

ば
反
対
す
べ
き
。

　

賛
成
な
ら
ば
帰
還
は
断

念
す
べ
き
。

　

ど
ち
ら
か
決
め
か
ね
る

場
合
は
住
民
投
票
に
委
ね

る
べ
き
。

答　

国
・
県
・
双
葉
郡
全

体
の
課
題
で
あ
る
。
ご
指

摘
の
点
を
十
分
協
議
し
、

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
す
る
。

　

住
民
投
票
は
考
え
て
い

な
い
。

 

財
産
物
賠
償

問　

財
産
の
損
害
賠
償
は

動
産
は
再
調
達
で
き
る
価

 

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問　

借
り
上
げ
住
宅
の
方

に
ま
と
め
役
を
募
集
し
、

町
と
し
て
積
極
的
に
借
り

上
げ
住
宅
の
コ
ミ
ュ
二
テ

ィ
、
絆
づ
く
り
を
支
援
し

て
は
ど
う
か
。　

答　

広
報
で
、
町
民
掲
示

板
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
集

い
開
催
案
内
の
掲
載
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
誌

「
お
お
く
ま
の
絆
」
を
紹

介
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

団
体
の
活
動
に
対
し
て
支

援
を
実
施
し
て
い
く
。

格
を
算
定
基
準
に
し
、
東

京
電
力
㈱
が
買
い
上
げ

る
。
不
動
産
は
常
磐
自
動

車
道
の
買
収
単
価
を
算
定

基
準
に
し
国
が
買
い
上
げ

る
。
該
当
区
域
は
町
内
一

円
に
す
る
。
個
人
の
力
量

で
は
対
応
が
不
可
能
な
の

で
町
が
弁
護
団
を
結
成
す

べ
き
。

答　

賠
償
算
定
基
準
に
つ

い
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り

再
建
可
能
な
基
準
を
求
め

る
。
該
当
区
域
は
町
内
一

円
で
と
の
提
案
で
す
が
考

慮
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

弁
護
団
結
成
に
つ
い
て

は
損
害
賠
償
は
基
本
的
に

は
個
人
対
応
と
考
え
て
い

る
。

 

廃
炉
問
題

問　

国
か
ら
の
慰
謝
料
の

支
払
い
を
条
件
と
す
べ

き
。　

答　

町
と
し
て
は
（※）
全
原

協
と
も
連
携
し
な
が
ら
廃

炉
に
伴
う
交
付
金
の
創
設

を
求
め
て
い
く
。

問

問

答

問

答

答

問問 答

答問

問答 答

　

 

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

　

 

国
か
ら
の
説
明
を
含
め
提
供
し
て
い
く

　

 

復
興
時
期
は
３
年
以
内
で

　

 

出
来
る
だ
け
早
く
示
し
た
い

阿部　光國 議員

堀川　亘夫 議員

問

問

答

答

町政を問う　一般質問

※全国原子力発電所所在市町村協議会
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い
と
連
絡
は
き
て
い
る

が
、
事
業
の
継
続
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。
ま
た
町

の
事
業
と
し
て
や
れ
な
い

か
検
討
し
て
い
く
。

 

仮
設
住
宅
修
繕

問

　要
望
に
対
し
タ
イ
ム

リ
ー
に
応
え
る
た
め
、
町

が
発
注
し
、
修
繕
で
き
る

仕
組
み
を
知
事
に
直
接
提

案
し
て
は
ど
う
か
。　

答

　確
か
に
ス
ピ
ー
ド
感

が
な
い
。
県
で
応
急
仮
設

住
宅
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
対
応
し
て
い
る

が
、
提
案
の
仕
組
み
に
つ

い
て
知
事
に
直
接
伝
え
る
。

 

支
援
物
資
の
格
差
是
正

問

　借
り
上
げ
住
宅
居
住

者
に
優
先
的
に
配
布
し
て

い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
。

答

　仮
設
住
宅
に
は
、
民

間
の
法
人
か
ら
物
資
が
届

け
ら
れ
る
。
町
と
し
て
は

物
資
の
提
供
が
あ
れ
ば
全

世
帯
に
配
布
し
て
い
く
。

問

　町
の
言
う
「
一
日
で

も
早
く
、
一
人
で
も
多
く

の
町
民
が
帰
還
で
き
る
よ

う
」
に
す
る
に
は
、
徹
底

除
染
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

答

　廃
炉
事
業
は
、
多
く

の
作
業
者
や
研
究
者
が
関

わ
り
、
そ
の
方
の
健
康
管

理
か
ら
も
本
格
除
染
は
必

要
と
考
え
る
。

　

年
間
50
ミ
リ
以
上
は
国

が
平
成
24
年
度
か
ら
モ
デ

ル
事
業
を
行
な
う
。

 

土
地･

家
屋
の
賠
償　

問

　長
期
避
難
に
伴
い
、

家
屋
の
劣
化
や
庭
木
、
農

機
具
や
耕
作
地
等
に
関
す

る
円
滑
な
賠
償
は
、
い
つ

に
な
る
の
か
。

答

　東
京
電
力
に
対
し
、

賠
償
に
関
す
る
要
望
を
議

長
と
一
緒
に
し
て
き
た
。

　

処
分
す
る
人
、
貸
与
す

る
人
な
ど
対
応
で
き
る
基

準
を
示
し
速
や
か
に
求
め

る
。

問

　①
開
設
当
初
か
ら
執

務
室・会
議
室
の
狭
さ
や
駐

車
場
の
問
題
が
あ
り
解
消

さ
れ
て
い
な
い
。別
な
場
所

に
移
す
考
え
は
な
い
か
。

②
い
わ
き
連
絡
事
務
所
の

充
実
を
ど
う
図
る
の
か
。

③
中
通
り
に
も
連
絡
事
務

所
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答

　①
復
興
計
画
に
合
わ

せ
、
中
学
校
も
含
め
議
会

と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

②
好
間
工
業
団
地
内
の
施

設
を
借
り
上
げ
、
連
絡
事

務
所
と
し
て
使
用
す
る
計

画
を
立
て
て
い
る
。
８
月

完
成
、
職
員
の
増
員
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。

③
請
願
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
議
会
と
協
議
検
討
し

て
い
く
。

 

き
ず
な
事
業

問

　送
迎
事
業
は
今
後
も

継
続
し
て
い
く
の
か
。
借

り
上
げ
住
宅
居
住
者
も
利

用
で
き
る
事
業
に
で
き
な

い
か
。

答

　事
業
の
継
続
は
難
し

 

住
民
投
票

問

　30
年
間
と
い
わ
れ
る

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
保
管

と
い
う
ス
パ
ン
を
考
慮
す

れ
ば
、
現
在
15
歳
以
上
の

青
少
年
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
住
民
投
票
が
必
要
で

は
。　

答　

施
設
は
、
除
染
を
進

め
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
県
・

双
葉
郡
の
課
題
と
し
て
取

り
組
む
。

　

確
か
に
将
来
を
担
う
中

学
生
の
ご
意
見
も
重
要
で

は
あ
る
が
住
民
投
票
は
考

え
て
い
な
い
。

問

問

問 答

答

答

答

答答

答 問

問問

問

町政を問う　一般質問

　 徹底除染の見通しはあるのか

　 本格除染は必要と考える

　 出張所を別な場所に移せないか

　 復興計画で協議検討する

問

問

答

答

加
藤

　良
一 

議
員

石
田

　洋
一 

議
員
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請
願
者…

お
お
く
ま
ま
ち
の
明
日
を
考
え
る
会

　
　
　

…

代
表　

太
田
文
代

住

　所…

大
熊
町
大
字
熊
川
字
緑
ヶ
丘
２０

紹
介
議
員…

廣
嶋
公
治

付
託
委
員
会…

総
務
文
教
常
任
委
員
会

処
理
経
過…

今
後
要
望
活
動
等
に
反
映

請
願
者…

お
お
く
ま
ま
ち
の
明
日
を
考
え
る
会

　
　
　

…

代
表　

太
田
文
代

住

　所…

大
熊
町
大
字
熊
川
字
緑
ヶ
丘
２０

紹
介
議
員…

廣
嶋
公
治

付
託
委
員
会…

総
務
文
教
常
任
委
員
会

請
願
者…
日
本
労
働
組
合
連
合
会
福
島
連
合
会

…

双
葉
地
区
連
合
会　

議
長　

鈴
木
正
巳

住

　所…

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
波
倉
字
小
浜
作
１２

紹
介
議
員…

松
永
秀
篤

付
託
委
員
会…

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

処
理
経
過…

福
島
労
働
局
長
に
意
見
書
提
出

請
願
者…

お
お
く
ま
ま
ち
の
明
日
を
考
え
る
会

　
　
　

…

代
表　

太
田
文
代

住

　所…

大
熊
町
大
字
熊
川
字
緑
ヶ
丘
２０

紹
介
議
員…

廣
嶋
公
治

付
託
委
員
会…

総
務
文
教
常
任
委
員
会

請
願
者…

大
熊
の
復
興
を
考
え
る
会

…

代
表　

阿
部
幸
七

住

　所…

大
熊
町
大
字
熊
字
新
町
７
１
０
の
６

紹
介
議
員…

伊
藤
昌
夫

付
託
委
員
会…

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

処
理
経
過…

総
理
大
臣
・
復
興
大
臣
に
意
見
書
提
出

請
願
者…

福
島
県
母
親
連
絡
会

…

代
表　

山
崎
満
子

住

　所…

福
島
県
福
島
市
舟
場
町
３
の
２６

紹
介
議
員…

石
田
洋
一

付
託
委
員
会…

総
務
文
教
常
任
委
員
会

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う

行
政
機
能
の
拡
充
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ
い
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う

弁
護
団
結
成
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
案
」
の
拡
充
及
び

早
期
成
立
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

福
島
県
内
す
べ
て
の
原
発
の
廃
炉
の
決
議
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
た
請
願

継
続
審
査
さ
れ
て
い
る
請
願
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楽
し
く
健
康
増
進  

ピ
ン
ポ
ン
サ
ー
ク
ル

　

秋
の
深
さ
を
感
じ
始
め
た
昨
年
の
１０
月
初
旬
、
大
熊
町
ピ
ン
ポ

ン
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
の
伊
藤
さ
ん
よ
り
「
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
達

だ
け
で
も
ク
ラ
ブ
を
再
会
し
よ
う
」
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

　

急
な
こ
と
で
あ
り
、
部
員
の
消
息
も
わ
か
ら
ず
ど
う
し
た
も
の

か
と
心
配
し
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
事
に
つ
い
て
も
既
に
女
性

コ
ー
チ
の
佐
々
木
美
智
子
さ
ん
と
共
に
、
部
員
と
の
連
絡
も
取
り

終
え
会
場
の
予
約
ま
で
も
済
ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。

　

第
一
回
の
練
習
日
は
ふ
れ
あ
い
体
育
館
で
会
津
若
松
市
内
在
住

の
部
員
十
数
名
が
集
合

し
、
皆
懐
か
し
く
大
熊
町

を
思
い
出
し
な
が
ら
久
し

ぶ
り
に
心
地
よ
い
汗
を
流

す
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
地
元
か
ら
の
仲

間
も
加
わ
り
毎
週
練
習
を

続
け
て
い
る
が
、
最
近
で

は
台
数
が
足
り
な
い
程
に

多
く
の
参
加
者
が
あ
り
優

し
い
コ
ー
チ
の
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
健
康

維
持
と
仲
間
づ
く
り
を

兼
ね
て
週
一
回
２
時
間

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
。

　

３
月
２１
日
議
会
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、
町
内

の
モ
デ
ル
除
染
を
視
察
し
ま
し
た
。
１
〜
４
号
機
で
は
津

波
に
よ
る
被
害
と
今
後
の
対
策
や
汚
染
水
の
処
理
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。災
害
直
後
と
比
較
す
る
と
発
電
所
内
は
、

が
れ
き
の
撤
去
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
町

内
の
モ
デ
ル
除
染
に
つ
い
て
は
住
宅
や
舗
装
道
路
は
除
染

効
果
が
大
き
く
、

今
後
は
山
林
の

除
染
が
課
題
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
除
染

作
業
で
発
生
し

た
汚
染
土
は
、

町
営
野
球
場
に

仮
置
き
さ
れ
て

お
り
、
空
間
放

射
線
量
に
つ
い

て
は
周
辺
と
変

わ
り
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま

し
た
。

我
が
町
を
視
察
し
て
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委

員

長

　
　加
藤

　良
一

副
委
員
長

　
　阿
部

　光
國

委

　員

　
　廣
嶋

　公
治

委

　員

　
　伊
藤

　昌
夫

委

　員

　
　仲
野

　
　剛

委

　員

　
　吉
岡
健
太
郎

委

　員

　
　石
田

　洋
一

発
行
責
任
者

　
　千
葉

　幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　議会だよりおおくま第 16号の一般質問で鈴木浩一議員と
紹介されていましたが、鈴木光一議員のあやまりでした。訂
正し、お詫び申し上げます。

　昨年皆さんにご支援をいただき、議員活動をしております
が、思った以上に忙しい毎日をすごし、はじめて体験する議
会活動に戸惑いと不安の連続です。一つひとつ勉強しながら
議会と町民の皆様との情報共有の一つの手段として、また町
民に開かれた議会の広報の役目として努めていきたいと思い
ます。　　　　　　　広報公聴副委員長　　阿部　光國

感謝状

【お詫び】

編 集 後 記

　議会だより表紙の題字は熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の児童生徒の
公募によるものです。全 241 点の応募があり、22 点を採用させていただき
毎号交代で表紙の題字として使わせていただきます。平成 22年度に公募した
ものであり、当時の学年を記入しています。
　この企画は、平成 23年度より採用する予定でしたが、震災により中断して
いました。今回、役場に立ち入りし全学校の作品を持ち出すことができ、選考
をいたしました。採用者は次の通りです。

４年  田中　陽菜

４年  根本　桃花

４年  品田　亜美

４年  高崎　水希

５年  櫛引　天音

５年  山岸　花音

５年  蓬田　悠花

６年  藤田　莉乃

６年  宮川　綾美

６年  青山　明加

６年  宗像　梨緒

４年  遠藤　綺歩

５年  浅野　由梨

５年  丸添　志帆

５年  武内　彩佳

５年  向井　和奏

５年  宮本　真衣

６年  遠藤　由香

６年  橋本　美優

１年  安藤　友愛

１年  小林　直貴

１年  福島美沙希

大
野
小
学
校
（
全
１
２
１
点
）

熊
町
小
学
校
（
全
95
点
）

大
熊
中
学
校（
全
25
点
）

題字公募

　前大熊町議会議員の川井利治氏が、双葉地方広域

圏組合議会議員を永年勤めた功績により、感謝状が

贈られました。




